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(57)【要約】
　本発明に係る内視鏡装置は、第１の波長帯域の第１の
光を継続して出射するとともに、該第１の波長帯域とは
異なり、かつ互いに異なる複数の第２の波長帯域の第２
の光を順次出射する光源装置と、光源装置が出射した照
明光による被写体からの光を、第１の波長帯域の光と第
２の波長帯域の光とに分光する分光手段と、分光手段に
より分光された第１の波長帯域の光を受光して光電変換
することにより第１の画像信号を生成する第１の撮像素
子と、分光手段により分光された第２の波長帯域の光を
それぞれ受光して光電変換することにより第２の画像信
号を生成する第２の撮像素子と、を有する撮像装置と、
を備える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の波長帯域の第１の光を継続して出射するとともに、該第１の波長帯域とは異なり
、かつ互いに異なる複数の第２の波長帯域の第２の光を順次出射する光源装置と、
　前記光源装置が出射した照明光による被写体からの光を、前記第１の波長帯域の光と前
記第２の波長帯域の光とに分光する分光手段と、前記分光手段により分光された前記第１
の波長帯域の光を受光して光電変換することにより第１の画像信号を生成する第１の撮像
素子と、前記分光手段により分光された前記第２の波長帯域の光をそれぞれ受光して光電
変換することにより第２の画像信号を生成する第２の撮像素子と、を有する撮像装置と、
　を備えることを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】
　前記光源装置は、前記第１の波長帯域である緑色の波長帯域の光を継続して出射すると
ともに、前記第２の波長帯域である、赤色の波長帯域の光、及び青色の波長帯域の光を順
次出射し、
　前記第１及び第２の撮像素子は、前記光源装置による前記第１及び第２の光の出射期間
と同期して前記第１及び第２の画像信号を生成する
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項３】
　前記光源装置は、
　１フレーム分の信号を読み出すフレーム読出し期間において、前記緑色の波長帯域の光
を継続して出射するとともに、前記赤色の波長帯域の光、及び前記青色の波長帯域の光を
順次出射する通常照明と、前記フレーム読出し期間において、緑色の狭帯域の光を出射す
るとともに、青色の狭帯域の光を出射する狭帯域照明と、を切り替え可能である
　ことを特徴とする請求項２に記載の内視鏡装置。
【請求項４】
　前記光源装置は、
　１フレーム分の信号を読み出すフレーム読出し期間において、前記緑色の波長帯域の光
を継続して出射するとともに、前記赤色の波長帯域の光と、前記青色の波長帯域の光と、
近赤外光とを順次出射する
　ことを特徴とする請求項２または３に記載の内視鏡装置。
【請求項５】
　前記第１及び第２の撮像素子の動作を制御するとともに、前記光源装置が出射する光の
波長帯域及び出射タイミングを制御する制御部、並びに、前記第１及び第２の撮像素子が
生成した電気信号に基づいて画像を生成する画像生成部を有する制御装置、
　をさらに備えることを特徴とする請求項１～４のいずれか一つに記載の内視鏡装置。
【請求項６】
　前記第１及び第２の撮像素子は、前記第１及び第２の光に感度を有する撮像素子である
　ことを特徴とする請求項１～５のいずれか一つに記載の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、撮像素子を用いて被写体を撮像し、当該被写体を観察する医療用画像取得システ
ムは、より精緻な観察画像を得るために、撮像画像の解像度を高くすることが求められて
いる。解像度の高い撮像画像を取得できる撮像装置として、例えば複数の撮像素子を備え
た撮像装置が知られている（例えば、特許文献１を参照）。特許文献１が開示する撮像装
置は、互いに異なる波長帯域の光を反射または透過するダイクロイック膜がそれぞれ設け
られた複数のプリズムからなり、各ダイクロイック膜により観察光を４つの波長帯域に分



(3) JP WO2018/163500 A1 2018.9.13

10

20

30

40

50

光する色分解プリズムと、該色分解プリズムにより分光された各波長帯域の観察光を受光
し撮像する４枚の撮像素子とを備え、１枚の撮像素子の画素を基準として、残りの３枚の
撮像素子の画素位置を相対的にずらして配置し多画素化することにより、高解像度を実現
している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－２３５８７７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１が開示する撮像装置では、色分解プリズムの配設によって装
置が大型化し、重量が重くなってしまうという問題があった。加えて、観察光が色分解プ
リズムの最初の入射面を透過してから色分解プリズムの最後の出射面を透過する間に、ダ
イクロイック膜を含む複数のプリズムの面に対し透過や反射を複数回繰り返すため、観察
光が減衰して高品質な撮像画像を得ることができないという問題があった。
【０００５】
　装置を小型化するために、１枚の撮像素子によって４枚の撮像素子と同程度の品質の画
像を得ようとすると、例えば、撮像素子に、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）及び青（Ｂ）の各色成分
の波長帯域の光を別々に受光させて、各色成分の電気信号を生成する必要がある。この構
成では、１枚の画像を作るために撮像処理を三回行う必要があり、フレームレートの低下
を招く。一方、フレームレートを維持して撮像処理を行うと、１回の撮像処理の露光時間
が短くなり、画像の品質に影響を及ぼす。
【０００６】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、装置の大型化、重量化を抑制しつつ、
高品質な観察画像を取得することができる内視鏡装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明にかかる内視鏡装置は、第１の
波長帯域の第１の光を継続して出射するとともに、該第１の波長帯域とは異なり、かつ互
いに異なる複数の第２の波長帯域の第２の光を順次出射する光源装置と、前記光源装置が
出射した照明光による被写体からの光を、前記第１の波長帯域の光と前記第２の波長帯域
の光とに分光する分光手段と、前記分光手段により分光された前記第１の波長帯域の光を
受光して光電変換することにより第１の画像信号を生成する第１の撮像素子と、前記分光
手段により分光された前記第２の波長帯域の光をそれぞれ受光して光電変換することによ
り第２の画像信号を生成する第２の撮像素子と、を有する撮像装置と、を備えることを特
徴とする。
【０００８】
　また、本発明にかかる内視鏡装置は、上記発明において、前記光源装置は、前記第１の
波長帯域である緑色の波長帯域の光を継続して出射するとともに、前記第２の波長帯域で
ある、赤色の波長帯域の光、及び青色の波長帯域の光を順次出射し、前記第１及び第２の
撮像素子は、前記光源装置による前記第１及び第２の光の出射期間と同期して前記第１及
び第２の画像信号を生成することを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明にかかる内視鏡装置は、上記発明において、前記光源装置は、１フレーム
分の信号を読み出すフレーム読出し期間において、前記緑色の波長帯域の光を継続して出
射するとともに、前記赤色の波長帯域の光、及び前記青色の波長帯域の光を順次出射する
通常照明と、前記フレーム読出し期間において、緑色の狭帯域の光を出射するとともに、
青色の狭帯域の光を出射する狭帯域照明と、を切り替え可能であることを特徴とする。
【００１０】
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　また、本発明にかかる内視鏡装置は、上記発明において、前記光源装置は、１フレーム
分の信号を読み出すフレーム読出し期間において、前記緑色の波長帯域の光を継続して出
射するとともに、前記赤色の波長帯域の光と、前記青色の波長帯域の光と、近赤外光とを
順次出射することを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明にかかる内視鏡装置は、上記発明において、前記第１及び第２の撮像素子
の動作を制御するとともに、前記光源装置が出射する光の波長帯域及び出射タイミングを
制御する制御部、並びに、前記第１及び第２の撮像素子が生成した電気信号に基づいて画
像を生成する画像生成部を有する制御装置、をさらに備えることを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明にかかる内視鏡装置は、上記発明において、前記第１及び第２の撮像素子
は、前記第１及び第２の光に感度を有する撮像素子であることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、装置の大型化、重量化を抑制しつつ、高品質な観察画像を取得するこ
とができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図１は、本発明の実施の形態１にかかる内視鏡装置の概略構成を示す図である。
【図２】図２は、図１に示したカメラヘッド、制御装置及び光源装置の構成を示すブロッ
ク図である。
【図３】図３は、本発明の実施の形態１にかかる撮像部の構成を説明する模式図である。
【図４】図４は、本発明の実施の形態１にかかる内視鏡装置における照明タイミングを説
明するための図である。
【図５】図５は、本発明の実施の形態２にかかる内視鏡装置における特殊観察モードの照
明タイミングを説明するための図である。
【図６】図６は、本発明の実施の形態３にかかる内視鏡装置における特殊観察モードの照
明タイミングを説明するための図である。
【図７】図７は、本発明の実施の形態４にかかる撮像部の撮像素子の画素の構成を示す模
式図である。
【図８】図８は、本発明の実施の形態４にかかる撮像部の二つの撮像素子が取得する光（
スポット）の配置を説明する模式図である。
【図９】図９は、本発明の実施の形態５にかかる撮像部の構成を説明する模式図である。
【図１０】図１０は、本発明の実施の形態６にかかる内視鏡装置の概略構成を示す図であ
る。
【図１１】図１１は、本発明の実施の形態６にかかる撮像部の構成を説明する模式図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明を実施するための形態（以下、「実施の形態」という）を説明する。実施
の形態では、本発明にかかる内視鏡装置の一例として、患者等の被検体内の画像を撮像し
て表示する医療用の内視鏡装置について説明する。また、この実施の形態により、この発
明が限定されるものではない。さらに、図面の記載において、同一部分には同一の符号を
付して説明する。
【００１６】
（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１にかかる内視鏡装置１の概略構成を示す図である。内視
鏡装置１は、医療分野において用いられ、人等の観察対象物の内部（生体内）の被写体を
観察する装置である。この内視鏡装置１は、図１に示すように、内視鏡２と、撮像装置３
と、表示装置４と、制御装置５（画像処理装置）と、光源装置６とを備える。内視鏡装置
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は、少なくとも撮像装置３及び光源装置６により構成される。本実施の形態１では、内視
鏡２と、撮像装置３と、制御装置５と、光源装置６とで、内視鏡装置を構成している。
【００１７】
　光源装置６は、ライトガイド７の一端が内視鏡２に接続され、当該ライトガイド７の一
端に生体内を照明するための白色の照明光を供給する。ライトガイド７は、一端が光源装
置６に着脱自在に接続されるとともに、他端が内視鏡２に着脱自在に接続される。そして
、ライトガイド７は、光源装置６から供給された光を一端から他端に伝達し、内視鏡２に
供給する。
【００１８】
　撮像装置３は、光源装置６から出射された照明光による被写体からの光を取得した内視
鏡２からの被写体像を撮像して当該撮像結果を出力する。この撮像装置３は、図１に示す
ように、信号伝送部である伝送ケーブル８と、カメラヘッド９とを備える。本実施の形態
１では、伝送ケーブル８とカメラヘッド９とにより医療用撮像装置が構成される。
【００１９】
　内視鏡２は、硬質で細長形状を有し、生体内に挿入される。この内視鏡２の内部には、
１または複数のレンズを用いて構成され、被写体像を集光する光学系が設けられている。
内視鏡２は、ライトガイド７を介して供給された光を先端から出射し、生体内に照射する
。そして、生体内に照射された光（被写体像）は、内視鏡２内の光学系（後述するレンズ
ユニット９１）により集光される。
【００２０】
　カメラヘッド９は、内視鏡２の基端に着脱自在に接続される。そして、カメラヘッド９
は、制御装置５による制御の下、内視鏡２にて集光された被写体像を撮像し、当該撮像に
よる撮像信号を出力する。なお、カメラヘッド９の詳細な構成については、後述する。
【００２１】
　伝送ケーブル８は、一端がコネクタを介して制御装置５に着脱自在に接続されるととも
に、他端がコネクタを介してカメラヘッド９に着脱自在に接続される。具体的に、伝送ケ
ーブル８は、最外層である外被の内側に複数の電気配線（図示略）が配設されたケーブル
である。当該複数の電気配線は、カメラヘッド９から出力される撮像信号、制御装置５か
ら出力される制御信号、同期信号、クロック、及び電力をカメラヘッド９にそれぞれ伝送
するための電気配線である。
【００２２】
　表示装置４は、制御装置５による制御のもと、制御装置５により生成された画像を表示
する。表示装置４は、観察時の没入感を得やすくするために、表示部が５５インチ以上を
有するものが好ましいが、これに限らない。
【００２３】
　制御装置５は、カメラヘッド９から伝送ケーブル８を経由して入力された撮像信号を処
理し、表示装置４へ画像信号を出力するとともに、カメラヘッド９及び表示装置４の動作
を統括的に制御する。なお、制御装置５の詳細な構成については、後述する。
【００２４】
　次に、カメラヘッド９、制御装置５及び光源装置６の構成について説明する。図２は、
カメラヘッド９、制御装置５及び光源装置６の構成を示すブロック図である。なお、図２
では、カメラヘッド９及び伝送ケーブル８同士を着脱可能とするコネクタの図示を省略し
ている。
【００２５】
　以下、制御装置５の構成、光源装置６の構成、及びカメラヘッド９の構成の順に説明す
る。なお、以下では、制御装置５の構成として、本発明の要部を主に説明する。制御装置
５は、図２に示すように、信号処理部５１と、画像生成部５２と、通信モジュール５３と
、入力部５４と、制御部５５と、メモリ５６とを備える。なお、制御装置５には、制御装
置５及びカメラヘッド９を駆動するための電源電圧を生成し、制御装置５の各部にそれぞ
れ供給するとともに、伝送ケーブル８を介してカメラヘッド９に供給する電源部（図示略
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）などが設けられていてもよい。
【００２６】
　信号処理部５１は、カメラヘッド９が出力した撮像信号に対してノイズ除去や、必要に
応じてＡ／Ｄ変換等の信号処理を行うことによって、デジタル化された撮像信号（パルス
信号）を画像生成部５２に出力する。
【００２７】
　また、信号処理部５１は、撮像装置３及び制御装置５の同期信号、及びクロックを生成
する。撮像装置３への同期信号（例えば、カメラヘッド９の撮像タイミングを指示する同
期信号等）やクロック（例えばシリアル通信用のクロック）は、図示しないラインで撮像
装置３に送られ、この同期信号やクロックを基に、撮像装置３は駆動する。
【００２８】
　画像生成部５２は、信号処理部５１から入力される撮像信号をもとに、表示装置４が表
示する表示用の画像信号を生成する。画像生成部５２は、撮像信号に対して、所定の信号
処理を実行して被写体画像を含む表示用の画像信号を生成する。ここで、画像処理として
は、補間処理や、色補正処理、色強調処理、及び輪郭強調処理等の各種画像処理等が挙げ
られる。画像生成部５２は、生成した画像信号を表示装置４に出力する。
【００２９】
　通信モジュール５３は、制御部５５から送信された後述する制御信号を含む制御装置５
からの信号を撮像装置３に出力する。また、撮像装置３からの信号を制御装置５に出力す
る。つまり通信モジュール５３は、撮像装置３へ出力する制御装置５の各部からの信号を
、例えばパラレルシリアル変換等によりまとめて出力し、また撮像装置３から入力される
信号を、例えばシリアルパラレル変換等により振り分け制御装置５の各部に出力する、中
継デバイスである。
【００３０】
　入力部５４は、キーボード、マウス、タッチパネル等のユーザインタフェースを用いて
実現され、各種情報の入力を受け付ける。
【００３１】
　制御部５５は、制御装置５、光源装置６及びカメラヘッド９を含む各構成部の駆動制御
、及び各構成部に対する情報の入出力制御などを行う。制御部５５は、メモリ５６に記録
されている通信情報データ（例えば、通信用フォーマット情報など）を参照して制御信号
を生成し、該生成した制御信号を、通信モジュール５３を介して撮像装置３へ送信する。
また、制御部５５は、照明光の制御に関する制御信号を、光源装置６に出力する。
【００３２】
　メモリ５６は、フラッシュメモリやＤＲＡＭ（Dynamic　Random　Access　Memory）等
の半導体メモリを用いて実現され、通信情報データ（例えば、通信用フォーマット情報な
ど）が記録されている。なお、メモリ５６は、制御部５５が実行する各種プログラム等が
記録されていてもよい。
【００３３】
　なお、信号処理部５１が、入力されたフレームの撮像信号を基に、各フレームの所定の
ＡＦ用評価値を出力するＡＦ処理部、及び、ＡＦ処理部からの各フレームのＡＦ用評価値
から、最も合焦位置として適したフレームまたはフォーカスレンズ位置等を選択するよう
なＡＦ演算処理を行うＡＦ演算部を有していてもよい。
【００３４】
　なお、上述した信号処理部５１、画像生成部５２、通信モジュール５３及び制御部５５
は、プログラムが記録された内部メモリ（図示略）を有するＣＰＵ（Central　Processin
g　Unit）等の汎用プロセッサやＡＳＩＣ（Application　Specific　Integrated　Circui
t）等の特定の機能を実行する各種演算回路等の専用プロセッサを用いて実現される。ま
た、プログラマブル集積回路の一種であるＦＰＧＡ(Field　Programmable　Gate　Array
：図示略)を用いて構成するようにしてもよい。なおＦＰＧＡにより構成される場合は、
コンフィグレーションデータを記憶するメモリを設け、メモリから読み出したコンフィグ
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レーションデータにより、プログラマブル集積回路であるＦＰＧＡをコンフィグレーショ
ンしてもよい。
【００３５】
　次に、光源装置６の構成として、本発明の要部を主に説明する。光源装置６は、図２に
示すように、光源部６１と、駆動部６２と、光源制御部６３とを備える。
【００３６】
　光源部６１は、光源制御部６３の制御のもと、赤色、緑色及び青色の波長帯域の光を含
む白色光を出射する。具体的に、光源部６１は、例えば、青色の波長帯域の光を出射する
青色光源と、緑色の波長帯域の光を出射する緑色光源と、赤色の波長帯域の光を出射する
赤色光源とを有する。光源部６１が発生した照明光は、ライトガイド７に出射される。光
源部６１は、ＬＥＤや、キセノンランプ、レーザーなどの白色光を発する光源を用いて実
現される。ここで、青色、緑色及び赤色の波長帯域は、例えば、青色の波長帯域が３８０
ｎｍ～５００ｎｍ、緑色の波長帯域が４８０ｎｍ～６００ｎｍ、赤色の波長帯域が５８０
ｎｍ～６５０ｎｍである。以下、本実施の形態１では、緑色が第１の色であり、青色及び
赤色が第２の色であるものとして説明する。
【００３７】
　なお、光源部６１は、白色光源を有し、該白色光源が出射した白色光のうち、透過する
波長帯域を選択して、選択した波長帯域の光をライドガイド７に入射させるようにしても
よい。この際、光源部６１は、例えば、出射する白色光の光路上に配置可能な複数のフィ
ルターが設けられた回転フィルターを用いて実現され、光源制御部６３の制御のもと、回
転フィルターを回転させることで光路上に配置するフィルターを切り替えることによって
ライトガイド７に入射させる光の波長帯域を変更可能である。この回転フィルターは、青
色、緑色及び赤色の各波長帯域の光を選択的に透過する。例えば、あるフィルターは、緑
色及び赤色の波長帯域の光を透過し、また別のフィルターでは緑色及び青色の波長帯域の
光を透過する。もちろん、光源部６１が出射する光（波長帯域４００ｎｍ～７００ｎｍの
）をそのまま透過するフィルターを有してもよい。
【００３８】
　駆動部６２は、モータ等を用いて構成され、例えば、光源部６１が備える各色成分の光
源のオンオフを回転駆動する。
【００３９】
　光源制御部６３は、制御装置５による制御のもと、光源部６１を制御して各色成分の光
源をオンオフ制御することによって、光源装置６により出射される照明光の種類（波長帯
域）を制御する。なお、光源制御部６３は、回転フィルターにより出射する光の波長帯域
を変更する場合は、駆動部６２による回転フィルターの制御を行う。
【００４０】
　次に、カメラヘッド９の構成として、本発明の要部を主に説明する。カメラヘッド９は
、図２に示すように、レンズユニット９１と、撮像部９２と、駆動部９３と、通信モジュ
ール９４と、カメラヘッド制御部９５とを備える。
【００４１】
　レンズユニット９１は、１または複数のレンズを用いて構成され、内視鏡２にて集光さ
れた被写体像を、撮像部９２を構成する撮像素子の撮像面に結像する。当該１または複数
のレンズは、光軸に沿って移動可能に構成されている。そして、レンズユニット９１には
、当該１または複数のレンズを移動させて、画角を変化させる光学ズーム機構（図示略）
や焦点を変化させるフォーカス機構が設けられている。なお、レンズユニット９１は、光
学ズーム機構及びフォーカス機構のほか、絞り機構や、光軸上に挿脱自在な光学フィルタ
ー（例えば赤外光をカットするフィルター）が設けられていてもよい。
【００４２】
　撮像部９２は、カメラヘッド制御部９５による制御の下、被写体を撮像し、取得した撮
像信号（画像信号）を通信モジュール９４に出力する。この撮像部９２は、複数の画素が
マトリックス状に配列され、レンズユニット９１が結像した被写体像を受光して電気信号
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に変換するモノクロの二つの撮像素子と、観察光を分光して、分光した光を二つの撮像素
子にそれぞれ入射させるプリズムと、を用いて構成されている。ここでいうモノクロの撮
像素子とは、光源装置６が出射する照明光のすべての波長帯域の光に対して感度を有する
撮像素子のことをさす。撮像素子は、ＣＭＯＳ(Complementary　Metal　Oxide　Semicond
uctor)を用いて実現され、特定の波長のみを透過するフィルターを有しないフィルターレ
スの撮像装置である。撮像素子がＣＭＯＳの場合は、例えば、光から電気信号に変換され
た電気信号（アナログ）に対して信号処理（Ａ／Ｄ変換等）を行って撮像信号を出力する
信号処理部が撮像素子に含まれる。なお、本実施の形態にかかる「フィルターレス」の対
象には、ノイズのカット等、画像の生成に用いない波長帯域の光の遮光を目的とする赤外
線カットフィルターは含まない。また、撮像素子がＣＣＤ(Charge　Coupled　Device)に
より構成されてもよい。ＣＣＤの場合は、例えば、当該撮像素子からの電気信号（アナロ
グ信号）に対して信号処理（Ａ／Ｄ変換等）を行って撮像信号を出力する信号処理部（図
示略）がセンサチップなどに実装される。撮像部９２の構成については、後述する。
【００４３】
　図３は、撮像部９２の構成を説明する模式図である。撮像部９２は、図３に示すように
、第１撮像素子９２１と、第２撮像素子９２２と、プリズム９２３と、を有する。撮像部
９２では、外部からの観察光が、レンズユニット９１を介してプリズム９２３に入射し、
プリズム９２３によって分光された光が、第１撮像素子９２１及び第２撮像素子９２２に
入射する。
【００４４】
　プリズム９２３は、三角柱状をなす二つのプリズムを貼り合せてなる立方体状をなし、
貼り合せ面の間には、薄膜のダイクロイック膜９２３ａが設けられている。ダイクロイッ
ク膜９２３ａは、緑色の波長帯域を含む第１の光を反射するとともに、青色及び赤色の波
長帯域を含む第２の光を透過する。このため、プリズム９２３に入射した観察光Ｆ１は、
緑色の波長帯域の光を含む第１の光Ｆ２と、赤色及び青色の波長帯域の光を含む第２の光
Ｆ３とに分光され、分光された各々の光（第１の光Ｆ２及び第２の光Ｆ３）が、プリズム
９２３の異なる外表面（平面）から外部に出射される（図３参照）。プリズム９２３は、
一回反射、及び透過によって観察光Ｆ１を第１の光Ｆ２と第２の光Ｆ３とに分光する。本
実施の形態１では、緑色の波長帯域を含む第１の光Ｆ２が第１撮像素子９２１に入射し、
赤色及び青色の波長帯域を含む第２の光Ｆ３が第２撮像素子９２２に入射する。なお、プ
リズム９２３は、入射した光を分光し、該分光した光を出射できるものであれば、立方体
状のほか、長方体状や、多角形状をなすものであってもよい。
【００４５】
　ところで、人間の目は、視感度特性として緑色の光を明るく感じる。本実施の形態にお
いては、赤色（Ｒ）と緑色（Ｇ）と青色（Ｂ）との色バランス（色再現性）を保ちつつ、
人間が明るく感じる画像を取得するために、第１撮像素子９２１は緑色の撮像信号を、第
２撮像素子９２２は赤色と青色の撮像信号を出力する構成としている。
【００４６】
　駆動部９３は、カメラヘッド制御部９５による制御の下、光学ズーム機構やフォーカス
機構を動作させ、レンズユニット９１の画角や焦点位置を変化させるドライバを有する。
【００４７】
　通信モジュール９４は、制御装置５から送信された信号をカメラヘッド制御部９５等の
カメラヘッド９内の各部に出力する。また、通信モジュール９４は、カメラヘッド９の現
在の状態に関する情報などを予め決められた伝送方式に応じた信号形式に変換し、伝送ケ
ーブル８を介して当該変換した信号を制御装置５に出力する。つまり通信モジュール９４
は、制御装置５や伝送ケーブル８から入力される信号を、例えばシリアルパラレル変換等
により振り分けカメラヘッド９の各部に出力し、また制御装置５や伝送ケーブル８へ出力
するカメラヘッド９の各部からの信号を、例えばパラレルシリアル変換等によりまとめて
出力する、中継デバイスである。
【００４８】



(9) JP WO2018/163500 A1 2018.9.13

10

20

30

40

50

　カメラヘッド制御部９５は、伝送ケーブル８を介して入力した駆動信号や、カメラヘッ
ド９の外面に露出して設けられたスイッチ等の操作部へのユーザ操作により操作部から出
力される指示信号等に応じて、カメラヘッド９全体の動作を制御する。また、カメラヘッ
ド制御部９５は、伝送ケーブル８を介して、カメラヘッド９の現在の状態に関する情報を
制御装置５に出力する。
【００４９】
　なお、上述した駆動部９３、通信モジュール９４及びカメラヘッド制御部９５は、プロ
グラムが記録された内部メモリ（図示略）を有するＣＰＵ（Central　Processing　Unit
）等の汎用プロセッサやＡＳＩＣ（Application　Specific　Integrated　Circuit）等の
特定の機能を実行する各種演算回路等の専用プロセッサを用いて実現される。また、プロ
グラマブル集積回路の一種であるＦＰＧＡを用いて構成するようにしてもよい。なお、Ｆ
ＰＧＡにより構成される場合は、コンフィグレーションデータを記憶するメモリを設け、
メモリから読み出したコンフィグレーションデータにより、プログラマブル集積回路であ
るＦＰＧＡをコンフィグレーションしてもよい。
【００５０】
　なお、カメラヘッド９や伝送ケーブル８に、通信モジュール９４や撮像部９２により生
成された撮像信号に対して信号処理を施す信号処理部を構成するようにしてもよい。また
、カメラヘッド９内部に設けられた発振器（図示略）で生成された基準クロックに基づい
て、撮像部９２を駆動するための撮像用クロック、及び駆動部９３を駆動するための駆動
用クロックを生成し、撮像部９２及び駆動部９３にそれぞれ出力するようにしてもよいし
、伝送ケーブル８を介して制御装置５から入力した同期信号に基づいて、撮像部９２、駆
動部９３、及びカメラヘッド制御部９５における各種処理のタイミング信号を生成し、撮
像部９２、駆動部９３、及びカメラヘッド制御部９５にそれぞれ出力するようにしてもよ
い。また、カメラヘッド制御部９５をカメラヘッド９ではなく伝送ケーブル８や制御装置
５に設けてもよい。
【００５１】
　続いて、光源装置６が出射する照明光の照明タイミングについて、図４を参照して説明
する。図４は、本発明の実施の形態１にかかる内視鏡装置における照明タイミングを説明
するための図である。以下の説明では、制御部５５による制御のもと、光源制御部６３が
各部を制御して照明光を出射する。撮像部９２と光源装置６とは、制御部５５による制御
のもと、同期をとって互いに動作する。第１撮像素子９２１及び第２撮像素子９２２は、
ＣＭＯＳであるため、ライン毎に順次電荷の読み出しが行われる。
【００５２】
　照明を開始する時間をｔ1とすると、光源装置６は、この時間ｔ1において、まず緑色光
源（Ｇ）をオンにして緑色の波長帯域の光を出射するとともに、赤色光源（Ｒ）をオンに
して赤色の波長帯域の光を出射する。その後、光源部６１は、撮像素子による１枚の単色
画像を生成するための総露光期間ＴSに相当する時間ｔ1から時間ｔ3まで、赤色の波長帯
域の光を出射する。この時間ｔ1から時間ｔ3において、第２撮像素子９２２では、赤色の
波長帯域の光を受光して電荷を蓄積し、カメラヘッド制御部９５による制御のもと電荷の
読み出しが行われる。これにより、赤色の単色画像に対応する画像信号が生成される。な
お、ＣＭＯＳ撮像素子のシャッタスピードに対応する１ラインの露光期間ＴL（時間ｔ1か
ら時間ｔ2までの期間）が1/120secである場合、総露光期間ＴSは1/60secとなる。また、
ここでいう「単色画像」とは、例えば、緑色の波長帯域の光に基づいて生成される一つの
色からなる画像である。
【００５３】
　時間ｔ3では、赤色光源をオフにする一方、青色光源（Ｂ）をオンにして、青色の波長
帯域の光を出射する。この際、緑色の波長帯域の光は継続して出射される。その後、光源
部６１は、総露光期間ＴSである時間ｔ3から時間ｔ4まで、青色の波長帯域の光を出射す
る。この時間ｔ3から時間ｔ4において、第２撮像素子９２２では、青色の波長帯域の光を
受光して電荷を蓄積し、カメラヘッド制御部９５による制御のもと電荷の読み出しが行わ
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れる。これにより、青色の単色画像に対応する画像信号が生成される。
【００５４】
　時間ｔ1から時間ｔ3までの、赤色の総露光期間ＴSと、時間ｔ3から時間ｔ4までの、青
色の総露光期間ＴSとの間、第１撮像素子９２１では、緑色の波長帯域の光を受光して電
荷を蓄積し、カメラヘッド制御部９５による制御のもと電荷の読み出しが行われる。これ
により、緑色の単色画像に対応する画像信号が生成される。本実施の形態１では、この時
間ｔ1から時間ｔ4までの期間を１フレームの画像を生成するためのフレーム期間ＴF（フ
レーム読み出し期間）とする。このフレーム期間ＴFでは、第１撮像素子９２１は、総露
光期間ＴSに応じて連続して読み出しを行う。したがって、フレーム期間ＴFでは、緑色の
単色画像が３枚分生成され、赤色及び青色の波長帯域の光による単色画像がそれぞれ１枚
分生成される。
【００５５】
　フレーム期間ＴFにおいて生成された赤色、青色及び緑色の光による画像信号は、それ
ぞれ制御装置５に送信され、制御装置５において画像化される。この際、緑色の単色画像
は各フレームで３枚存在するが、この３枚の単色画像を合わせたものを使用して、画像化
してもよいし、３枚の単色画像のうち、予め設定された単色画像、例えば時系列で２枚目
の単色画像を使用して画像化してもよい。
【００５６】
　上述した実施の形態１では、プリズム９２３が、光源装置６から所定の波長帯域を有す
る光が出射され、その光により被写体から発せられた光を、色成分に応じた波長帯域で選
択的に分光し、該分光した光を第１撮像素子９２１及び第２撮像素子９２２の２つの撮像
素子のみにそれぞれ入射させるとともに、各撮像素子に異なる波長帯域の光を同時に入射
させて光電変換させるようにした。本実施の形態１によれば、従来のような複数の撮像素
子により得られる高解像度の観察画像を取得することができるとともに、各色成分に応じ
て複数の撮像素子（ここでは赤色、緑色及び青色に応じた三つの撮像素子）を設ける構成
よりも小型化することが可能であり、さらに、一枚の画像を生成するために要する電気信
号の取得時間を短くすることができる。
【００５７】
　また、上述した実施の形態１によれば、プリズム９２３による一回反射、及び透過によ
って分光するようにしたので、複数回折り返して分光した光を外部に出射するプリズムと
比して構成を簡易なものとして小型化することができ、その結果、装置全体を小型化、軽
量化することができる。
【００５８】
　なお、上述した実施の形態１では、フレーム期間ＴFにおいて、第１撮像素子９２１が
、総露光期間ＴSに応じて連続して読み出しを行って、３枚の単色画像を生成するものと
して説明したが、フレーム期間ＴFを第１撮像素子９２１の露光期間として、このフレー
ム期間ＴFに蓄積された電荷を読み出して、フレーム期間ＴFで一枚の単色画像を取得する
ようにしてもよい。
【００５９】
（実施の形態２）
　続いて、本発明の実施の形態２について説明する。本実施の形態２にかかる内視鏡装置
の構成は、上述した内視鏡装置１の構成と同じである。実施の形態２では、光源装置６が
、波長４１５ｎｍ及び５４０ｎｍを中心波長とする狭帯域の照明光をさらに出射し、内視
鏡装置１として、各波長の光のヘモグロビンに対する吸収の差を利用して粘膜表層とそれ
より深い層との血管の状態を観察する特殊光観察を行うことが可能である点で実施の形態
１と異なる。本実施の形態２では、制御部５５の制御により、赤色、緑色及び青色の波長
帯域の光に基づく画像を生成する通常観察モードと、緑色及び青色の狭帯域の光に基づく
画像を生成する特殊観察モードとを切り替え可能である。波長４１５ｎｍ及び５４０ｎｍ
を中心波長とする狭帯域の照明光による特殊光観察は、一般にＮＢＩ（Narrow　Band　Im
aging）観察と呼ばれている。本実施の形態２において、光源装置６は、３９０ｎｍ～４
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４５ｎｍの光を出射する青色狭帯域光源と、５３０ｎｍ～５５０ｎｍの光を出射する緑色
狭帯域光源とをさらに有する。
【００６０】
　図５は、本発明の実施の形態２にかかる内視鏡装置における特殊観察モードの照明タイ
ミングを説明するための図である。照明を開始する時間をｔ11とすると、光源装置６は、
この時間ｔ11において、まず緑色狭帯域光源（ＧN）をオンにして緑色の狭帯域の光を出
射するとともに、青色狭帯域光源（ＢN）をオンにして青色の狭帯域の光を出射する。こ
の時間ｔ11から時間ｔ13において、第１撮像素子９２１では、緑色の狭帯域の光を受光し
て電荷を蓄積し、カメラヘッド制御部９５による制御のもと電荷の読み出しが行われる。
これにより、緑色の狭帯域単色画像に対応する画像信号が生成される。一方、時間ｔ11か
ら時間ｔ13において、第２撮像素子９２２では、青色の狭帯域の光を受光して電荷を蓄積
し、カメラヘッド制御部９５による制御のもと電荷の読み出しが行われる。これにより、
青色の狭帯域単色画像に対応する画像信号が生成される。なお、実施の形態１と同様、Ｃ
ＭＯＳ撮像素子の露光期間ＴL（時間ｔ11から時間ｔ12までの期間）が1/120secである場
合、総露光期間ＴSは1/60secとなる。
【００６１】
　時間ｔ13以降、第１撮像素子９２１及び第２撮像素子９２２は、ライン毎の読み出し処
理を繰り返す。本実施の形態２では、時間ｔ11から時間ｔ13までの総露光期間ＴSにおい
て、緑色の狭帯域の光による画像信号と、青色の狭帯域の光による画像信号とが同時に生
成される。このため、総露光期間ＴSと、一枚の画像を生成するためのフレーム期間（上
述したフレーム期間ＴF）とは、同じである。したがって、フレーム期間ＴFでは、緑色の
狭帯域の光による狭帯域単色画像が１枚分生成され、青色の狭帯域の光による狭帯域単色
画像が１枚分生成される。
【００６２】
　なお、通常観察モードにおける照明タイミングは、上述した実施の形態１と同様である
。
【００６３】
　生成された青色、緑色の狭帯域の光による画像信号は、それぞれ制御装置５に送信され
、制御装置５において画像化される。
【００６４】
　上述した実施の形態２では、プリズム９２３が、光源装置６から所定の波長帯域を有す
る光が出射され、その光により被写体から発せられた光を、色成分に応じた波長帯域で選
択的に分光し、該分光した光を第１撮像素子９２１及び第２撮像素子９２２の２つの撮像
素子のみにそれぞれ入射させるとともに、各撮像素子に異なる波長帯域の光を同時に入射
させて光電変換させるようにした。本実施の形態２によれば、従来のような複数の撮像素
子により得られる高解像度の観察画像を取得することができるとともに、一枚の画像を生
成するために要する電気信号の取得時間を短くすることができる。
【００６５】
　また、本実施の形態２では、赤色、緑色及び青色の波長帯域の光に基づく画像を生成す
るモードと、緑色及び青色の狭帯域の光に基づく画像を生成するモードとを選択可能な構
成とすることにより、各色成分に応じて複数の撮像素子（ここでは赤色、緑色及び青色に
応じた三つの撮像素子）を設ける構成よりも小型化することが可能である。
【００６６】
（実施の形態３）
　続いて、本発明の実施の形態３について説明する。本実施の形態３にかかる内視鏡装置
の構成は、上述した内視鏡装置１の構成と同じである。実施の形態３では、光源装置６が
、中心波長８０５ｎｍ及び中心波長９４０ｎｍの近赤外光をさらに出射し、内視鏡装置１
として、血中内で波長８０５ｎｍ付近の近赤外光に吸収ピークを持つインドシアニングリ
ーン（Indocyanine　green：ＩＣＧ）の吸収による粘膜下層の血管部分の陰影を観察する
特殊光観察を行うことが可能である点で実施の形態１と異なる。本実施の形態３では、制
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御部５５の制御により、赤色、緑色及び青色の波長帯域の光に基づく画像を生成する通常
観察モードと、近赤外光に基づく画像を生成する特殊観察モードとを切り替え可能である
。中心波長８０５ｎｍ及び中心波長９４０ｎｍの近赤外光による特殊光観察は、一般にＩ
ＲＩ（Infra-Red　Imaging）観察と呼ばれている。ＩＲＩ観察では、インドシアニングリ
ーン（ＩＣＧ）という薬剤を造影剤として被検体に静脈注射することによって、近赤外光
による観察が可能となる。本実施の形態３において、光源装置６は、７９０ｎｍ～８２０
ｎｍ及び９０５ｎｍ～９７０ｎｍの光を出射する近赤外光源をさらに有する。
【００６７】
　図６は、本発明の実施の形態３にかかる内視鏡装置における特殊観察モードの照明タイ
ミングを説明するための図である。照明を開始する時間をｔ21とすると、光源装置６は、
この時間ｔ21において、まず緑色光源（Ｇ）をオンにして緑色の波長帯域の光を出射する
とともに、赤色光源（Ｒ）をオンにして赤色の波長帯域の光を出射する。その後、光源部
６１は、総露光期間ＴSである時間ｔ21から時間ｔ23まで、赤色の波長帯域の光を出射す
る。この時間ｔ21から時間ｔ23において、第２撮像素子９２２では、赤色の波長帯域の光
を受光して電荷を蓄積し、カメラヘッド制御部９５による制御のもと電荷の読み出しが行
われる。これにより、赤色の単色画像に対応する画像信号が生成される。なお、上述した
実施の形態１と同様、ＣＭＯＳ撮像素子の露光期間ＴL（時間ｔ21から時間ｔ22までの期
間）が1/120secである場合、総露光期間ＴSは1/60secとなる。
【００６８】
　時間ｔ23では、赤色光源をオフにする一方、青色光源（Ｂ）をオンにして、青色の波長
帯域の光を出射する。この際、緑色の波長帯域の光は継続して出射される。その後、光源
部６１は、総露光期間ＴSである時間ｔ23から時間ｔ24まで、青色の波長帯域の光を出射
する。この時間ｔ23から時間ｔ24において、第２撮像素子９２２では、青色の波長帯域の
光を受光して電荷を蓄積し、カメラヘッド制御部９５による制御のもと電荷の読み出しが
行われる。これにより、青色の単色画像に対応する画像信号が生成される。
【００６９】
　さらに、時間ｔ24では、青色光源をオフにする一方、近赤外光源（ＩＲ）をオンにして
、近赤外光を出射する。この際も、緑色の波長帯域の光は継続して出射される。その後、
光源部６１は、総露光期間ＴSである時間ｔ24から時間ｔ25まで、近赤外光を出射する。
この時間ｔ24から時間ｔ25において、第２撮像素子９２２では、近赤外光を受光して電荷
を蓄積し、カメラヘッド制御部９５による制御のもと電荷の読み出しが行われる。これに
より、近赤外の単色画像に対応する画像信号が生成される。
【００７０】
　時間ｔ21から時間ｔ23までの、赤色の総露光期間ＴSと、時間ｔ23から時間ｔ24までの
、青色の露光期間ＴSと、時間ｔ24から時間ｔ25までの、近赤外光の総露光期間ＴSとの間
、第１撮像素子９２１では、緑色の波長帯域の光を受光して緑色の波長帯域の光を受光し
て電荷を蓄積し、カメラヘッド制御部９５による制御のもと電荷の読み出しが行われる。
これにより、緑色の単色画像に対応する画像信号が生成される。本実施の形態３では、こ
の時間ｔ21から時間ｔ25までの期間を１フレームの画像を生成するためのフレーム期間Ｔ

Fとする。このフレーム期間ＴFでは、第１撮像素子９２１は、総露光期間ＴSに応じて連
続してライン読み出しを行う。したがって、フレーム期間ＴFでは、緑色の単色画像が５
枚分生成され、赤色及び青色の単色画像、並びに近赤外光による単色画像がそれぞれ１枚
分生成される。
【００７１】
　フレーム期間ＴFにおいて生成された赤色、青色及び緑色の波長帯域の光、並びに近赤
外光による画像信号は、それぞれ制御装置５に送信され、制御装置５において画像化され
る。近赤外光による画像は、例えば予め設定された色が配色される。なお、近赤外光によ
る画像は、輝度に応じて明度を変えてもよい。
【００７２】
　上述した実施の形態３では、プリズム９２３が、光源装置６から所定の波長帯域を有す
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る光が出射され、その光により被写体から発せられた光を、色成分に応じた波長帯域で選
択的に分光し、該分光した光を第１撮像素子９２１及び第２撮像素子９２２の２つの撮像
素子のみにそれぞれ入射させるとともに、各撮像素子に異なる波長帯域の光を同時に入射
させて光電変換させるようにした。本実施の形態３によれば、従来のような複数の撮像素
子により得られる高解像度の観察画像を取得することができるとともに、各色成分に応じ
て複数の撮像素子（ここでは赤色、緑色及び青色の光、並びに近赤外光に応じた四つの撮
像素子）を設ける構成よりも小型化することが可能であり、さらに、一枚の画像を生成す
るために要する電気信号の取得時間を短くすることができる。
【００７３】
　なお、本実施の形態３と、上述した実施の形態１、２とを組み合わせて、通常観察とＩ
ＲＩ観察との切り替えや、通常観察、ＮＢＩ観察及びＩＲＩ観察の切り替えを行うような
構成としてもよい。
【００７４】
（実施の形態４）
　続いて、本発明の実施の形態４について説明する。本実施の形態４にかかる内視鏡装置
の構成は、上述した内視鏡装置１の構成と同じである。実施の形態４では、観察光（上述
した観察光Ｆ１）に対する第１撮像素子９２１及び第２撮像素子９２２の相対的な位置を
ずらしている。
【００７５】
　図７は、本実施の形態４にかかる撮像部９２の撮像素子の画素の構成を示す模式図であ
る。以下、第１撮像素子９２１の画素構成について、図７を用いて説明するが、第２撮像
素子９２２についても同様であり、第２撮像素子９２２の画素配列は、第１撮像素子９２
１の画素配列と同一の配列である。第１撮像素子９２１は、レンズユニット９１及びプリ
ズム９２３からの光を受光する複数の画素が、二次元的に正方配列（マトリックス状に配
列）されている。そして、第１撮像素子９２１は、それぞれの画素が受光した光に対して
光電変換を行うことにより電気信号を生成する。電気信号には、各画素の画素値（輝度値
）や画素の位置情報などが含まれる。図７では、ｘ行ｙ列目に配置されている画素を画素
Ｐxyと記している（ｘ，ｙは自然数）。
【００７６】
　第１撮像素子９２１及び第２撮像素子９２２は、各画素が光を受光する受光面が、レン
ズユニット９１の焦点面に対して共役な位置に配置されるとともに、観察光Ｆ1の光軸に
対して、第１撮像素子９２１の画素Ｐxyの位置と、第２撮像素子９２２の画素Ｐxyの位置
とが、画素配列の配列方向である行方向及び列方向に１／２画素ずつずれている。例えば
、第１撮像素子９２１と、第２撮像素子９２２とを観察光Ｆ1の光軸を揃えて重ねた際に
、第１撮像素子９２１の画素Ｐ11の位置に対して、第２撮像素子９２２の画素Ｐ11の位置
が、第１撮像素子９２１の画素配列の配列方向の行方向及び列方向に１／２画素ずつずれ
ている。第１撮像素子９２１及び第２撮像素子９２２は、図示しない固定部材によって、
観察光Ｆ1の光軸方向、ヨー方向、ロール方向、ピッチ方向、及び光軸に垂直な平面にお
いて直交する二つの軸方向（水平方向及び垂直方向）が調整された状態で固定されている
。
【００７７】
　続いて、第１撮像素子９２１及び第２撮像素子９２２により得られる撮像信号について
、図８を参照して説明する。図８は、本実施の形態４にかかる撮像部９２の二つの撮像素
子が取得する光（スポット）の配置を説明する模式図である。なお、図８では、各画素に
入射する光を模式的に円形（スポット）で図示している。例えば、第１撮像素子９２１の
画素Ｐ11に入射した光をスポットＳA11とし、第２撮像素子９２２の画素Ｐ11に入射した
光をスポットＳB11としている。
【００７８】
　第１撮像素子９２１の各画素が受光するスポット（例えば、図８に示すスポットＳA11

～ＳA44）は、マトリックス状に配置される。また、第２撮像素子９２２の各画素が受光
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するスポット（例えば、図８に示すスポットＳB11～ＳB44）は、マトリックス状に配置さ
れる。
【００７９】
　第１撮像素子９２１の各画素が受光する各スポットの配置と、第２撮像素子９２２の各
画素が受光する各スポットの配置とを観察光の光軸を揃えて重ねると、第１撮像素子９２
１及び第２撮像素子９２２の画素Ｐxyの位置が行方向及び列方向に１／２画素ずつずれて
いるために、図８に示すように、第１撮像素子９２１におけるスポットＳA11～ＳA44の間
に第２撮像素子９２２におけるスポットＳB11～ＳB44が配置される。換言すれば、第１撮
像素子９２１におけるスポットＳA11～ＳA44と、第２撮像素子９２２におけるスポットＳ

B11～ＳB44とは、例えば、画素Ｐxyの行方向でみたときに、互いに独立して並んだ状態と
なる。
【００８０】
　このように、第１撮像素子９２１及び第２撮像素子９２２の光軸に対する画素位置を、
行方向及び列方向に１／２画素ずつずらすことにより、同じ画素数の撮像素子を用いれば
、行方向及び列方向のいずれか一方でみたときのスポット数を２倍とすることができる。
このため、スポットごとに色成分を補間して全スポットにＲＧＢ成分の輝度値を付与すれ
ば、画像生成部５２により生成される表示用の画像信号の画素数が、行方向及び列方向の
いずれか一方の画素数が２倍となり、その解像度が２倍になったものとみなすことができ
る。ここで、補間処理としては、ニアレストネイバー法、バイリニア法、バイキュービッ
ク法などの公知の手法を用いることができる。
【００８１】
　具体的には、標準解像度（Standard　definition：ＳＤ）の画像信号に応じた画素数の
撮像素子を用いた場合、より高精細度（High　definition：ＨＤ）の画像信号に相当する
画像信号とみなすことができる。さらに、ＨＤの画像信号に応じた画素数の撮像素子を用
いた場合は、より精細度の高い４Ｋの画像信号に相当する画像信号とみなすことができ、
４Ｋの画像信号に応じた画素数の撮像素子を用いた場合は、より精細度の高い８Ｋの画像
信号に相当する画像信号とみなすことができる。ここで、ＳＤの画像信号とは、例えば、
行方向に７２０、列方向に４８０前後の解像度を有する画像信号である。ＨＤの画像信号
とは、例えば、行方向に１９２０、列方向に１０８０前後の解像度を有する画像信号であ
る。４Ｋの画像信号とは、例えば、行方向に３８４０、列方向に２１６０前後の解像度を
有する画像信号である。８Ｋの画像信号とは、例えば、行方向に７６８０、列方向に４３
２０前後の解像度を有する画像信号である。
【００８２】
　上述した実施の形態４によれば、上述した実施の形態１の効果を得ることができるとと
もに、第１撮像素子９２１及び第２撮像素子９２２の光軸に対する画素位置を、行方向及
び列方向に１／２画素ずつずらすようにしたので、高解像度の観察画像を取得することが
できる。
【００８３】
　なお、上述した実施の形態４では、第１撮像素子９２１及び第２撮像素子９２２の光軸
に対する画素位置を、行方向及び列方向に１／２画素ずつずらすものとして説明したが、
生成される画像信号において画素数を２倍にする方向にのみずれていればよい。すなわち
、第１撮像素子９２１及び第２撮像素子９２２の光軸に対する画素位置は、画像信号にお
いて画素数を２倍にする方向に画素がずれていればよい。第１撮像素子９２１及び第２撮
像素子９２２の光軸に対する画素位置は、画素配列の配列方向に沿った二つの方向（行方
向及び水平方向）のうち少なくとも一方の方向で画素がずれていればよい。
【００８４】
（実施の形態５）
　続いて、本発明の実施の形態５について説明する。図９は、本発明の実施の形態５にか
かる撮像部９２ａの構成を説明する模式図である。上述した実施の形態１では、プリズム
９２３を用いて分光するものとして説明したが、本変形例では、ダイクロイック膜が設け
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られた板状の薄膜ミラー９２４によって分光する。
【００８５】
　本実施の形態５にかかる撮像部９２ａは、第１撮像素子９２１と、第２撮像素子９２２
と、薄膜ミラー９２４と、を有する。撮像部９２ａでは、外部からの観察光Ｆ１が、レン
ズユニット９１を介して薄膜ミラー９２４に入射し、薄膜ミラー９２４によって分光され
た光が、第１撮像素子９２１及び第２撮像素子９２２に入射する。
【００８６】
　薄膜ミラー９２４は、レンズユニット９１側の表面にダイクロイック膜が設けられた板
状をなす。このダイクロイック膜は、上述したダイクロイック膜９２３ａと同様、緑色の
波長帯域の光を反射するとともに、赤色及び青色の波長帯域の光を透過する。このため、
薄膜ミラー９２４に入射した観察光Ｆ１は、緑色の波長帯域を含む第１の光Ｆ２と、赤色
及び青色の波長帯域を含む第２の光Ｆ３とに分光される。
【００８７】
　本実施の形態５によれば、板状の薄膜ミラー９２４を用いて分光するようにしたので、
上述した実施の形態１の効果を得るとともに、プリズム９２３を用いた場合と比して軽量
化することができる。なお、上述した変形例では、薄膜ミラー９２４として板状部材にダ
イクロイック膜を設けた構成を説明したが、薄膜ミラー９２４のミラーの厚さによる光学
性能劣化の影響をより抑制するために、例えば、厚さが０．１ｍｍ以下のペリクルミラー
等の薄膜ミラーで構成してもよい。
【００８８】
（実施の形態６）
　続いて、本発明の実施の形態６について説明する。図１０は、本発明の実施の形態６に
かかる内視鏡装置１ａの概略構成を示す図である。上述した実施の形態１では、内視鏡２
として、硬性鏡を用いた内視鏡装置１を説明したが、これに限られず、内視鏡２に軟性鏡
を用いた内視鏡装置としても構わない。本実施の形態６では、軟性の内視鏡の挿入部の先
端に撮像部を設ける場合の例を説明する。
【００８９】
　内視鏡装置１ａは、被検体内に挿入部２０１を挿入することによって観察部位の体内画
像を撮像して撮像信号を生成する内視鏡２０と、内視鏡２０の先端から出射する照明光を
発生する光源装置２１と、内視鏡２０が取得した撮像信号に所定の画像処理を施すととも
に、内視鏡装置１ａ全体の動作を統括的に制御する制御装置２２と、制御装置２２が画像
処理を施した体内画像を表示する表示装置２３と、を備える。内視鏡装置１ａは、患者等
の被検体内に、挿入部２０１を挿入して被検体内の体内画像を取得する。なお、光源装置
２１は、上述した光源装置６の機能を有している。また、制御装置２２は、上述した信号
処理部５１、画像生成部５２などの機能を有している。
【００９０】
　内視鏡２０は、可撓性を有する細長形状をなす挿入部２０１と、挿入部２０１の基端側
に接続され、各種の操作信号の入力を受け付ける操作部２０２と、操作部２０２から挿入
部２０１が延びる方向と異なる方向に延び、光源装置２１及び制御装置２２に接続する各
種ケーブルを内蔵するユニバーサルコード２０３と、を備える。
【００９１】
　挿入部２０１は、本実施の形態６にかかる撮像部９２ｂ（図１１参照）を内蔵した先端
部２０４と、複数の湾曲駒によって構成された湾曲自在な湾曲部２０５と、湾曲部２０５
の基端側に接続され、可撓性を有する長尺状の可撓管部２０６と、を有する。
【００９２】
　図１１は、本発明の実施の形態６にかかる撮像部９２ｂの構成を説明する模式図である
。撮像部９２ｂは、撮像部９２と同様に、第１撮像素子９２１と、第２撮像素子９２２と
、プリズム９２３と、を有する。撮像部９２ｂでは、プリズム９２３の異なる表面に第１
撮像素子９２１及び第２撮像素子９２２の各受光面がそれぞれ配設される。プリズム９２
３における第１撮像素子９２１及び第２撮像素子９２２の配設面は、互いに直交する表面
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であることが好ましい。
【００９３】
　また、第１撮像素子９２１及び第２撮像素子９２２と通信モジュール９４などとの電気
的な接続に、ＦＰＣ基板などの薄膜基板を用いれば、撮像部９２ｂを一層薄型化すること
ができる。
【００９４】
　本実施の形態６にかかる撮像部９２ｂを用いれば、軟性内視鏡の挿入部２０１の先端部
２０４に設けた場合であっても、挿入部２０１の太径化を抑制することができる。
【００９５】
　ここまで、本発明を実施するための形態を説明してきたが、本発明は上述した実施の形
態によってのみ限定されるべきものではない。上述した実施の形態では、制御装置５が信
号処理などを行うものとして説明したが、カメラヘッド９側で行うものであってもよい。
【００９６】
　なお、上述した実施の形態では、ＣＭＯＳ撮像素子の露光期間ＴLの一例として1/120se
cである場合を説明したが、この露光期間ＴLはこれに限らず、1/60secとしてもよいし、
第１撮像素子９２１の露光期間ＴLと、第２撮像素子９２２の露光期間ＴLとを異なる時間
に設定してもよい。
【００９７】
　また、上述した実施の形態において、硬性内視鏡のカメラヘッド（カメラヘッド９）、
及び軟性内視鏡を例に説明したが、これらの装置に一般的に用いられる撮像素子の解像度
は、軟性内視鏡がＳＤの解像度（行方向に７２０、列方向に４８０前後）、カメラヘッド
がＨＤの解像度（行方向に１９２０、列方向に１０８０前後）である。本実施の形態にか
かる撮像部を適用することにより、小型軽量で高品質な観察画像を確保しつつ、２つの撮
像素子の画素を相対的にずらして配設して各装置の解像度を２倍程度（例えばＳＤがＨＤ
、ＨＤが４Ｋ）に高めることが可能となる。
【産業上の利用可能性】
【００９８】
　以上のように、本発明にかかる内視鏡装置は、装置の大型化を抑制しつつ、高解像度の
観察画像を取得するのに有用である。
【符号の説明】
【００９９】
　１，１ａ　内視鏡装置
　２，２０　内視鏡
　３　撮像装置
　４，２３　表示装置
　５，２２　制御装置
　６，２１　光源装置
　７　ライトガイド
　８　伝送ケーブル
　９　カメラヘッド
　５１　信号処理部
　５２　画像生成部
　５３　通信モジュール
　５４　入力部
　５５　制御部
　５６　メモリ
　９１　レンズユニット
　９２，９２ａ，９２ｂ　撮像部
　９３　駆動部
　９４　通信モジュール
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　９５　カメラヘッド制御部
　２０１　挿入部
　２０２　操作部
　２０３　ユニバーサルコード
　２０４　先端部
　２０５　湾曲部
　２０６　可撓管部
　９２１　第１撮像素子
　９２２　第２撮像素子
　９２３　プリズム
　９２４　薄膜ミラー

【図１】 【図２】
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【図７】
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【図９】



(19) JP WO2018/163500 A1 2018.9.13

【図１０】 【図１１】



(20) JP WO2018/163500 A1 2018.9.13

10

20

30

40

【国際調査報告】



(21) JP WO2018/163500 A1 2018.9.13

10

20

30

40



(22) JP WO2018/163500 A1 2018.9.13

10

20

30

40



(23) JP WO2018/163500 A1 2018.9.13

10

20

30

40



(24) JP WO2018/163500 A1 2018.9.13

10

フロントページの続き

(81)指定国・地域　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,ST,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,T
J,TM),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,R
O,RS,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,
BA,BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DJ,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,G
T,HN,HR,HU,ID,IL,IN,IR,IS,JO,JP,KE,KG,KH,KN,KP,KR,KW,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX
,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,
TN,TR,TT

（注）この公表は、国際事務局（ＷＩＰＯ）により国際公開された公報を基に作成したものである。なおこの公表に
係る日本語特許出願（日本語実用新案登録出願）の国際公開の効果は、特許法第１８４条の１０第１項(実用新案法 
第４８条の１３第２項）により生ずるものであり、本掲載とは関係ありません。



专利名称(译) 内窥镜装置

公开(公告)号 JPWO2018163500A1 公开(公告)日 2020-01-09

申请号 JP2019504312 申请日 2017-10-27

[标]申请(专利权)人(译) 索尼奥林巴斯医疗解决方案公司

申请(专利权)人(译) 索尼奥林巴斯医疗系统有限公司

[标]发明人 小林素明

发明人 小林 素明

IPC分类号 A61B1/04

CPC分类号 A61B1/00163 A61B1/045 A61B1/06 A61B1/0638 A61B1/0661 G02B23/24 G02B23/26 A61B1/0653

FI分类号 A61B1/04.530

F-TERM分类号 4C161/QQ09 4C161/RR04 4C161/RR05 4C161/RR14 4C161/RR26

优先权 2017046604 2017-03-10 JP

外部链接 Espacenet

摘要(译)

根据本发明的内窥镜设备连续地发射第一波长带中的，不同于第一波长
带的第一光以及彼此不同的多个第二波长带。 一种光源装置，其顺序地
发射光2；分光镜装置，其将由于所述光源装置发射的照明光而使来自对
象的光分散为第一波长带的光和第二波长带的光； 第一图像拾取元件分
别通过接收由其分散并对其进行光电转换的第一波段的光以及通过光谱
装置分离的第二波段的光来生成第一图像信号。 一种具有第二图像拾取
元件的图像拾取设备，该第二图像拾取元件接收光并执行光电转换以生
成第二图像信号。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/823b69b3-1e43-4e91-8b18-2ddd94bc1ac2
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/063447459/publication/JPWO2018163500A1?q=JPWO2018163500A1

